ゲノム編集市場は、遺伝子治療と精密医療の進歩により、2032年までに226億9000万米ドルに達すると予測されています
ゲノム編集市場は、多くの業界プレーヤーによる適度な合併および買収活動によって特徴付けられます。これは、業界で競争上の優位性を獲得したいという願望など、いくつかの要因によるものです。例えば、2024年1月、Ginkgo BioworksはProof Diagnosticsを買収した市場を立ち上げ、Ginkgoの製品ポートフォリオを遺伝医学修復ツールに拡大しました。 
ゲノム編集の市場規模は2023年に59億2000万米ドルと評価され、2024年の68億7000万米ドルから2032年までに226億9000万米ドルに成長し、予測期間(2025年から2032年)の間に16.1%のCAGRで成長する態勢を整えています。
今すぐ無料サンプルレポートを入手してください: https://www.skyquestt.com/sample-request/genome-editing-market 
主な市場ドライバー:
· 遺伝子編集技術の進歩: CRISPR-Cas9、TALEN、ZFNなどのイノベーションは、ゲノム編集に革命をもたらし、遺伝物質を改変するための正確で効率的な方法を提供しました。
· 個別化医療に対する需要の高まり: 遺伝性疾患や慢性疾患に対するオーダーメイドの治療法への注目が高まる中、臨床現場でのゲノム編集技術の採用が推進されています。
· 研究開発投資の増加: 官民両セクターからの多額の資金提供により、研究活動が加速し、新しいゲノム編集アプリケーションの開発につながっています。
市場セグメンテーション:
· 技術別: CRISPR-Cas9、TALENs、ZFNs、その他
· アプリケーション別: 遺伝子工学、細胞株工学、創薬、その他
· エンドユーザー別: 製薬およびバイオテクノロジー企業、学術研究機関、医薬品開発業務受託機関(CRO)
· 地域別: 北米、ヨーロッパ、アジア太平洋、ラテンアメリカ、中東、アフリカ
地域別インサイト:
· 北米: 高度な医療インフラ、多額の研究資金、および主要な業界プレーヤーの存在により、市場をリードしています。
· アジア太平洋地域: バイオテクノロジー研究への投資の増加、医療施設の拡大、政府の支援的取り組みにより、急速な成長が見込まれています。
ゲノム編集市場 最近の動向
· 2024年1月、ダナハー・コーポレーションはイノベーティブ・ゲノミクス・インスティテュート(IGI)と提携しました。
· 2023年11月、Selectisはアストラゼネカと提携契約を締結し、がんおよび免疫学における先進的治療法の開発を加速します。
· 2023年7月、Sangamo TherapeuticsはChroma Medicineと提携し、Sangamoのジンクフィンガータンパク質(ZFP)を使用したエピジェネティックな医薬品を開発しました。
ゲノム編集市場のトッププレーヤー
· Merck KGaA (ドイツ)
· Cibus Inc (米国) 
· Recombinetics(米国) 
· サンガモ・セラピューティクス(米国) 
· エディタス医学(米国) 
· プレシジョン・バイオサイエンス(米国) 
· CRISPR Therapeutics(スイス) 
· Intellia Therapeutics, Inc (米国) 
· Caribou Biosciences, Inc.(米国) 
· Cellectis S.A(フランス) 
· アストラゼネカ(英国) 
· タカラバイオ株式会社(日本) 
· ダナハーコーポレーション(米国) 
· Transposagen Biopharmaceuticals, Inc.(米国) 
· ジェンスクリプト・バイオテック・コーポレーション(中国) 
· ニューイングランドバイオラボ(米国) 
· OriGene Technologies, Inc.(米国) 
· ロンザ(スイス) 
· サーモフィッシャーサイエンティフィック社(米国)
今後の見通し:
ゲノム編集市場は、技術の進歩、治療用途の拡大、個別化医療の受け入れの増加に支えられ、堅調な成長軌道を続けると予想されています。倫理的配慮と規制の枠組みは、ゲノム編集技術の将来の展望を形作る上で重要な役割を果たすでしょう。
包括的な分析については、SkyQuest Technologyのレポート全文を参照してください https://www.skyquestt.com/report/genome-editing-market   

